
                        

○
…
「
人
口
減
少
社
会
」
を
テ
ー
マ

に
出
稿
し
た
が
、
北
海
道
新
聞
に
同
じ

書
籍
を
ベ
ー
ス
に
し
た
記
事
が
出
た
の

で
次
回
に
ま
わ
し
、
第
一
回
は
日
本
の

裁
判
を
テ
ー
マ
に
す
る
。 

○
…
国
が
関
わ
る
裁
判
は
最
終
的
に

国
よ
り
の
判
決
が
出
る
ー
と
い
う
印
象

を
ず
っ
と
持
っ
て
い
た
。
裁
判
官
は
憲
法

お
よ
び
法
律
と
良
心
に
の
み
従
っ
て
判

決
を
下
す
は
ず
な
の
に
、
何
か
特
別
な
力

が
加
わ
る
？
ま
た
は
何
か
知
ら
な
い
仕

組
み
が
あ
る
？
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。 

○
…
「
法
服
の
王
国
ー
小
説
裁
判
官
」

上
・
下
巻
、
黒
木
亮
著
、
産
経
新
聞
出
版
。

あ
る
裁
判
官
を
主
人
公
に
、
「
長
沼
ナ
イ

キ
事
件
」
「
原
発
訴
訟
」
な
ど
を
通
じ
て

戦
後
の
司
法
史
、
裁
判
所
の
内
幕
が
小
説

の
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
正
に
特
別
な
力
、

知
ら
な
い
仕
組
が
存
在
し
、
司
法
の
独
立

が
絵
空
事
に
思
え
る
小
説
だ
。 

○
…
そ
し
て
小
説
の
世
界
で
は
な
く
、

そ
れ
が
現
実
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
の
が
元
裁
判
官
・
瀬
木
比
呂
志
著

「
絶
望
の
裁
判
所
」「
ニ
ッ
ポ
ン
の
裁
判
」、

い
ず
れ
も
講
談
社
現
代
新
書
だ
。
東
京
地

裁
、
最
高
裁
勤
務
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経

験
し
、33

年
間
の
裁
判
官
生
活
で
、
日

本
の
裁
判
所
、
裁
判
官
、
少
な
く
と
も
そ

の
ト
ッ
プ
と
裁
判
官
の
多
数
派
、
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
ー
と
に
、
深
く
失
望
、
絶
望
し
た

ー
と
瀬
木
氏
は
い
う
。 

○
…
最
終
的
に
国
よ
り
の
判
決
が
出

る
？
何
か
特
別
な
力
が
加
わ
る
？
何
か

知
ら
な
い
世
界
が
あ
る
？
等
の
私
の
疑

問
に
、
は
っ
き
り
と
そ
の
存
在
を
示
し
、

日
本
の
裁
判
所
は
、
大
局
的
に
み
れ
ば

「
国
民
、
市
民
支
配
の
た
め
の
道
具
、
装

置
」
な
の
だ
と
示
し
て
い
る
。 

○
…
一
般
市
民
が
も
つ
裁
判
官
の
イ

メ
ー
ジ
。
公
正
、
中
立
、
誠
実
な
裁
判
官

に
よ
り
、
お
お
む
ね
正
し
く
、
信
頼
で
き

る
も
の
。
し
か
し
そ
の
実
態
は
驚
く
べ
き

も
の
で
、
正
義
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
裁
判
官
だ
っ
て
出

世
を
望
む
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
裁

判
官
の
資
質
が
ど
う
し
た
レ
ベ
ル
の
話

で
は
な
く
、
仕
組
、
制
度
的
に
正
義
を
実

現
で
き
る
司
法
に
な
っ
て
い
な
い
の
で

は
、
国
民
に
と
っ
て
も
、
長
い
目
で
見
て

国
に
と
っ
て
も
、
看
過
で
き
な
い
。 

○
…
裁
判
員
制
度
の
導
入
な
ど
で
司

法
改
革
が
進
め
ら
れ
、
裁
判
が
国
民
に
近

く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実

態
を
知
る
と
、
驚
き
と
共
に
絶
望
感
に
襲

わ
れ
る
。
瀬
木
氏
は
最
高
裁
事
務
総
局
の

解
体
、
法
曹
一
元
制
度
の
実
現
を
訴
え
る

が
、
こ
の
現
実
を
見
る
と
私
に
は
不
可
能

に
思
え
る
。
だ
が
、
沖
縄
基
地
問
題
、
原

発
問
題
、
一
票
の
格
差
問
題
等
々
、
司
法

が
し
っ
か
り
機
能
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
国

の
未
来
は
な
い
。
市
民
が
司
法
に
関
心
を

持
つ
こ
と
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
。 

○
・
・
日
本
は
法
治
国
家
だ
と
言
わ
れ

る
。
し
か
し
、
時
の
権
力
に
よ
っ
て
解
釈

改
憲
が
な
さ
れ
、
「
閣
議
決
定
」
な
る
も

の
で
国
の
方
向
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る

状
況
は
、
法
治
国
家
と
は
言
え
な
い
。
法

律
が
成
立
し
て
訴
訟
が
起
き
て
か
ら
で

な
い
と
違
憲
審
査
が
で
き
な
い
の
は
、
い

た
し
か
た
の
な
い
こ
と
な
の
か
。 
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